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2．解　題

　以上，陸軍士官学校編『公算学』1888年（以下「士官学校本」と略称）の復刻を試みた。同書の

構成は次のように要約することができよう。先ず確率計算の基本である加法定理と乗法定理の解説

から始めて2項分布の定義を行っている。更にStirlingの公式を利用して，（p＋q）mにおける展開式

の最大項を と求め，その結果を利用して2項分布によるBernoulliの大数法則の証明を行っ

ている。この点は，後に指摘するように「士官学校本」がフランスの確率論の著作を参照にして作

成されたことを傍証する部分として重要である。

　大数法則の解説と証明に続いて，確率分布としての正規分布を導出した後，Bayesの定理につい

て詳述している。ここまでが所謂「確率論」の内容に相当する部分で，この後は観測誤差論につい

ての解説が続き，確率誤差並びに平均誤差の概念とその応用について述べ擱筆している。なお付言

すれば，同書を通じて「正規分布」あるいは「誤差分布」という用語は一度も使用されておらず，「公

算曲線」あるいは「誤差の公算曲線」という用語が使用されている。

　この「士官学校本」は，既に指摘しておいたように，日本初の確率論の著作であること，しかし

ながらその所在は不明で，これまで全内容を確認することは困難であった。それにも拘わらず，何

故本稿で底本として用いたテキストが同書に該当するのか，以下では先ずこの点を書誌学的に考証

していく。更にこの考証に続いて，陸軍が教育課程で確率論の知識を必要とした理由，並びにその

社会的背景について考察する。その際，欧米における当時の確率論の普及とその社会的背景につい

ても併せて言及したい。

2.1　本書の書誌学的考証

　日本における確率論の最初の著作が本稿で復刻を試みたこの「士官学校本」であることは，小倉

金之助の研究を嚆矢として，これまで萩野公剛，片野善一郎，「日本の数学100年史」編集委員会な

どの研究で指摘されており，安藤洋美による近年の研究でもそれらの先行研究に基づいて同様の指
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摘がなされている。10）しかしこの安藤洋美の研究では，実際にその著作を確認できなかったとし

ている。事実，国立国会図書館を始め，防衛研究所図書館など関連する公的機関の図書館において

もその所在を確認することはできない。加えてその存在を指摘した先行研究にも問題がある。とい

うのは，この「士官学校本」の表題が『公算学』か『公算論』で見解が分かれているからである（但

し出版年は一致している）。

　例えば小倉金之助は，「先ず士官學校出版の『公算論
4 4 4

』（二十一年）。これは確率論の本ですが，陸

軍では射撃なんかの計算に確率論を必要とするので，こういう高級な本も出版されたのでしょう」11）

（傍点は筆者）と述べ，「士官学校本」の表題を『公算論』としている。恐らくこの研究に依拠した

ものと推量されるが，萩野公剛の研究でも『公算論』としている。しかし「日本の数学100年史」

編集委員会と片野善一郎の研究では『公算学』となっている。特に「日本の数学100年史」編集委

員会の研究では，「士官学校本」の冒頭の一文を引用して次のように述べている。「確率論の邦書と

して最初のものである。士官学校

から出ているのは，射撃などに関

連して必要とされたためであろ

う。公算（確率）はつぎのように

定義されている。“理学上ニ於テ

一事一象ノ公算トハ所望ノ数ト可

成ノ数トノ比ヲ言フ。一骰子ヲ投

スルコト一回ニシテ其六數ノ一個

ヲ表出スルノ公算ハ1/6ナリ　蓋

シ所望ノ數ハ一個ニシテ可成ノ數

ハ六ナレハナリ”。第一篇は既定

公算で，定説，全公算，比類公算，

複公算，複行公算，‘ベルヌーリ’

ノ設論，公算曲線よりなり，以下

第二篇予定公算，第三篇活用（誤

差ノ総論，最モ精査ナル結果ノ精

度）となっている。古典的確率論

の初歩を解説した本であるが，当

時としては，大変難解な書物であ

ったであろう。」12）

　文中の引用部分を本稿の復刻と

図表2.1：「士官学校本」第1頁
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比較すると，一字一句一致していることは明らかで，また第一篇以下の章構成も本稿の復刻と符合

している。先に掲げた先行研究の内，実際に「士官学校本」から直接引用しているのは同研究のみ

であることに鑑みれば，同研究が最も説得的で信頼に足る研究であることが言えよう。因みに片野

善一郎の研究では「士官学校本」を参照することができなかったと著者自身が認めており，恐らく

「日本の数学100年史」編集委員会の研究を参照したものと考えられる。

　勿論，「日本の数学100年史」編集委員会の研究は，「士官学校本」の冒頭の一部を引用したのみで，

その部分が本復刻と一致したとしても，本稿で用いた底本が「士官学校本」の改訂版かそれに類す

る修正版かもしれないという疑念は残る。しかしながら，本稿で用いた底本が活字版ではなく手書

きの原稿による謄写版印刷であるということ（図表2.1参照），またそれ故，出版直後の陸軍教育制

度改変により「士官学校本」が一回限りの「教案」として作成されものであると推量され得ること，

更には「士官学校本」に続いて出版された川谷致秀と田中弘太郎の訂正による陸軍砲兵射的學校用

本の『公算學・射撃學教程』13）における冒頭部分が，先の「士官学校本」の冒頭部分と全く異な

っていることなどを勘案すると，本稿で用いた底本が「士官学校本」に該当すると看做して問題あ

るまい。

　そこで「士官学校本」が謄写版印刷であるという点から検討を始めよう。これについて財団法人

偕行社に問い合わせた所，次のような教示を得た。「明治21年当時の陸軍諸学校の教程は，「学校長」

が制定していた。因みに終戦直前の時期は教育総監部が制定していた。教程は概ね活版印刷だが改

定の手続き等の関係でとりあえず「教案」として印刷（謄写版印刷）されたもの，仮教程の名前で

使用されたもの等も見受けられる。活版，謄写版の二種類の「教程」は，年度，内容が同一であれ

ば部内の事務処理手続きの関係上で活版印刷が間に合わなかったため取り敢えず謄写版印刷で教育

を実施し，活版印刷ができた後，改めて配布された等の状況が推定できる。但し当時の士官学校等

の教程等発刊の記録は残されておらず「推定」によらざるを得ない。」14）

　つまりこの指摘によると，謄写版印刷による「士官学校本」については，①「教案」か「仮教程」

として印刷されたか，②事務処理手続き上の関係で活版印刷が間に合わなかったために謄写印刷さ

れたかの二つの選択肢が考えられ得る。そこで先ず②の場合の可能性について検討する。指摘のよ

うに，「取り敢えず謄写版印刷で教育を実施し，活版印刷ができた後，改めて配布された」という点は，

他のテキストでも事実として確認できる。例えば陸軍砲工学校用本の『数學教程－公算及誤差學－』

を取り上げてみよう。

　このテキストは，初版が1906年（明治39年）に藤田外次郎によって編纂されているが，図表2.2では，

謄写版印刷による第9版（1927年・昭和2年）と活版印刷による第11版（1933年・昭和8年）の第

1頁が示されている。両者を比較すると，この頁については全く変更がなく同一の記述となってい

る。第11版の奥付を見ると，第9版の改訂に際して，改訂者が藤田外次郎から上野繁に代わってお
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り，その後第10版（1929年・昭和4年）は再販，第11版は同じく上野繁の改訂となっている。これ

らのことから，第8版の改訂に際して第9版の活版印刷が教育に間に合わず，恐らくは改訂原稿で

あったものを謄写版印刷に付したものと推量できる。

　しかしながら「士官学校本」について同様の事情を想定することは難しい。それは当時の陸軍士

官学校における教育制度と関連している。山崎正男によれば，1888年（明治21年）当時の陸軍士官

学校の校長は長州閥山県有朋直系の寺内正毅であり，恐らくそのことも影響してか，陸軍士官学校

の教育制度は，フランス式からドイツ式の制度へと変更されている。15）この点について，安藤洋

美は「士官教育の重点がフランス流の理工学重視から，原隊での隊付教育に重点が置かれ，兵卒・

下士官としての勤務を経験し，その体験が将来の勤務に生かされるとした点に特徴がある。士官任

用も，士官学校卒業後の半年間の原隊勤務で，聯隊将校団の承認の下で行われることとなり，薩長

派閥に都合のよい教育体制を作ったことになる。このことはフランス軍制の否定，ドイツ軍制への

図表2.2：陸軍砲工学校用本『数学教程－公算及誤差学－』第9版・第11版
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切り替えを意味した」16）と評している。ここで指摘された「理工学重視」とは，砲兵・工兵重視

を意味しており，このようなフランス軍制に対する否定は，同時期に行われた一連の組織変更（陸

軍幼年学校の独立，砲工学校の創立など）により，陸軍士官学校（本科）で数学が教育科目に含ま

れなくなった事実にも具現されている。17）

　以上の点にから「士官学校本」は，前述の①の場合に相当するものと看做し得る。即ち，教案も

しくは仮教程として作成された同書は，その後の士官学校における数学教育の廃止，それに伴う陸

軍砲工学校の設立より，実際には士官学校で十分活用されず，砲工学校用本の『数學教程－公算及

誤差學－』や陸軍砲兵射的学校用本『公算學・射撃學教程』（以下「砲兵射的学校本」と略称する）

の原本もしくは参考書として利用されたものと考えられる。特に川谷致秀と田中弘太郎の訂正によ

る「砲兵射的学校本」は，その初版が「士官学校本」の直後とも言うべき1891年（明治24年）に出

版されている点で重要な文献である。これについて安藤洋美は，「訂正と書かれていることから，

この本以前に原本があったことがわかる。多分それは明治21年の士官学校編『公算学』であろう；

なぜなら･･･士官学校で数学が教えられなくなったから，砲兵・工兵のための学校で数学を教えな

ければならなくなったと思われる」18）と述べているが，筆者も同意見である。しかしながら「一

事象ノ出顕ニ幸運ナル場合ノ数ト凡テ出顕シ得ヘキ場合ノ全数トノ比ヲ此事象ノ公算ト称ス。但凡

テノ場合ハ幸運ナルモ不幸運ナルモ其出顕ノ難易等齊ナルモノト想像ス」19）という第一章の冒頭

からも明らかなように，この「砲兵射的学校本」は「士官学校本」とその記述が大きく異なってい

る。従って安藤洋美が指摘するように，「砲兵射的学校本」は川谷致秀と田中弘太郎の著作と看做

すことができよう（「士官学校本」と「砲兵射的学校本」の目次を比較した図表2.3を参照）。20）

　そこで問題となるのは「士官学校本」の著者である。「士官学校本」の原本は，奥付も目次もな

い本文のみの和綴本であり，原本から著者を判断することは不可能である。従って推測に依らざる

を得ないが，安藤洋美は，当時の士官学校で数学教育を担当した教官から，榎本長裕，岡本則録，

信谷定爾の三名を著者として推定している。21）なお付言すれば，「士官学校本」も「砲兵射的学校本」

も，先に述べたように当時の陸軍がフランス式の軍制を導入していたことから，フランス語による

確率論の著作を参照していた可能性が極めて高い。その一つがS. F. Lacroixの『確率計算の基礎』で，

安藤洋美は「砲兵射的学校本」がLacroixのテキストを参照したことを考証している。22）同様に「士

官学校本」でもLacroixのテキストを参照した可能性は高い。既述の通り「士官学校本」は，ベル

ヌーイの大数法則を2項分布において証明しているが， Lacroixが定理の証明に際して原典に忠実

な「数少ない著者であり，ベルヌーイの大数法則も2項分布を仮定した変数を用いて証明を行って

いる」23）というA. Haldの指摘はその傍証になろう。
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図表2.3：「士官学校本」と「砲兵射的学校本」の目次
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　なおprobabilitéを公算と翻訳したのは陸軍で，筆者の調べでは1882年（明治15年）の『砲兵教

程』においてこの用語の最も早い時期の使用例を見出すことができる。24）またこの訳語については，

数学者の林鶴一が「公算ノ公ハ公平ノ公ニシテ，公算トハ平均算ノ意ナリ，公算ガ平均算ナルコト

ハ何レノ書ニモ説クトコロナルヲ以テ亦適譯トイハザルベカラズ，此ノ譯語ハ陸軍側ヨリ出タルモ

ノト聞ケルガ，此頃ハ確率ナル譯語ガ用イラレルニ至レリ，拙著中等學校教科書モ亦此ノ譯語ヲ採

用ス，又此ノ譯語ノ始メテ現レタルハ拙著數数叢書公算論初版（明治四十一年九月）ノ序文ナリ，

サレドソノトキニモ此レヲ採用セザリシハ，發音ノ語路極メテ佶屈ナルガ為ニシテ，確ハ我邦西方

ニテハ「クワク」ト發音シ確率ヲ「クワクリツ」ト發音スルコトハ，特ニ其ノ上ニ形容詞又ハ其ノ

下ニ添語ノ附加セラレタル場合ナド極メテ言ヒ惡キガ故ナリ，サレバ余ハ猶ホ公算ナル譯語ヲモホ

ゾンセントスルモノナリ」25）と述べており，陸軍独自の造語であったことが確認できる。

2.2　明治期の確率論とその社会的接点

　明治期における確率論の導入及びその普及は，主に軍隊と帝国大学理科大学（理学部）において

なされたが，最も重要な役割を演じたのは陸軍である。周知のように，明治期の西欧学問輸入の原

動力となった人的資源の主な供給源は，幕末の蕃書調所，開成所から明治初期の沼津兵学校，静岡

学問所における旧幕府系の人材にあった。因みに日本における統計学の開祖，杉亨二もこの中に含

まれる。これらの機関で求められた知識の多くが軍事目的であったことは，幕末・明治期における

国内および国際情勢の反映であると見ることができる。つまり国内にあっては江戸幕府から明治新

政権移行を巡る政治的・経済的混乱，国外にあっては列強諸国間の帝国主義的覇権競争である。こ

のような歴史的・社会的文脈の中でわが国最初の確率論の著作が陸軍で作成された。これは，繰り

返しなるが，当時の日本におかれた社会的，政治的状況からすると然るべき帰結であり，その意味

ではこの「士官学校本」も一つの社会的産物であると見ることができよう。しかしそれはあくまで

も軍事目的を専らとしたものであって，確率論の知識が広く社会に還元されるという性格のもので

はなかった。その意味では社会的な広がりに欠けたものであったと言える。

　一方，陸軍に比較して海軍では，確率論について多くの資料は残されていない。例えば海軍教育

本部編『數學譯語集』では，probabililtyはなく関連する用語としてerror（誤差），average，mean（平

均）を見出すことができるだけである。しかし宮内寒弥によると，遅くとも昭和期においては確率

論が教育課程に含まれていることがわかる。例えば，昭和14年の海軍兵学校におけるカリキュラム

では，数学が普通学（軍事学に対する用語）の分野に位置づけられており，科目としては「代数」，「微

分積分」，「確率論（公算論ではない）」，「三角（平面三角法）」，「幾何」があった。因みに海軍経理

学校では「基本学」の一つとして「統計学」も含まれている。26）

　大学アカデミーにおける確率論について見ると，その中心は帝国大学理学部数学科および星学科
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で，確率論それ自身よりも星学（天文学）への応用を前提とする「最小自乗法」の教育が中心を占

めていた。これは陸軍における公算と射撃の関係と類似している。27）このような中で，1908年（明

治41年）には，東北帝国大学教授の林鶴一と陸軍教授の刈屋他人次郎が確率論の著書『公算論』を

公刊する。但しこれは安藤洋美も指摘するように，陸軍砲工学校で使用されたテキスト『公算及誤

差学』の一部を要約・解説したもので，第11章が「射撃ノ弾著点ノ集散ニ関スル概論」となってい

るのはその証左である。28）なお刈屋他人次郎は，東京物理学校同窓会から1912年（明治45年）に『最

小自乗法講義』も公刊しているが，これは，M. Merrimanの著作を参照して書かれたことが述べら

れている。29）

　以上見たように，濫觴期の確率論は，観測誤差論の基礎理論として導入され，主に軍事技術と観

測誤差の実用数学として限定的に普及していった。このような事情により，社会との接点を持つこ

とはほとんど無かったと言ってよい。これは確率論に限らず，幕末・明治期に輸入された科学知識

の多くが軍事利用を主要な目的の一つとしており，またそれを支えた人的資源（初期）も，その多

くが蕃書調所，開成所，長崎海軍伝習所出身者によって占められていたということにも依ろう。

　しかし当時の確率論が社会的接点を持ち得なかったというのは，日本の特殊事情によるものばか

りではなく，西欧における確率論それ自身の置かれた学問的状況にも依っている。例えば，今日，

代表的な標本分布として知られている，K. Pearsonのχ2分布やW. S. Gossetのt分布も，実は19世

紀中頃には，Gauss流の観測誤差論の分野で既に導き出されていた。しかしその理論的成果は，広

く社会に普及することはなく，PearsonやGossetが再発見するまでこれらの分布は認知されること

はなかった。これについて筆者は，それが観測誤差論における社会的接点の欠如に起因するもので

あることを指摘したことがある。30）

　私見によれば，科学の社会的接点という点で特に重要であると考えるのは産業資本との連繋であ

る。つまり科学知識が技術として産業界に導入され，それが生産の場で実現されるという意味であ

る。例えば，木村和範は統計的推測論が普及した分野として，①医療の分野，②農業の分野，③

工業の分野，④経済の分野を挙げているが，このうち①～③は産業資本と連繋する分野である。31）

木村の指摘を筆者なりに言い換えると，これらの分野で統計的推測論が一技術として産業資本と連

繋することにより社会的接点を持ち，結果として社会的に普及したということになる。

　しかしこれには，科学知識が技術として産業界に利用されるというだけではなく，それを支える

均一で専門的な科学的能力を有する人的資源を絶えず産業界に組織的に供給するということも重要

な点である。つまり産業資本において，科学知識と人的資源の需要と供給が常に組織的且つ自律的

に確保し得る制度が必要だということである。そうしてこの達成には，科学の制度化（再生産シス

テム，学会システムなど）が必要で，それには核となる明確な科学のパラダイムが不可欠であるこ

とを指摘しておきたい。勿論，このような科学の制度化が，様々な科学の分野で一つの現象として
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顕在化してくるのは19世紀後半からで，本題の確率論に戻ると，19世紀の確率論及び観測誤差論に

そのような科学の制度化が確立されていなかったことは当然のことである。日本における確率論の

導入もそのような事情を反映したものであると看做してよい。日本における確率論の最初の著作が，

軍事技術に限定された目的のために作成されたという事実は，そのことを示唆しているように思わ

れる。
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